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生まれてきてくれてありがとう。

元気で明るく育ってね。（パパ・ママより）
※撮影時の年齢です。

避難所運営訓練を実施しました
危機管理グループ☎07 9（4 3 5）0 9 9 1

 2月22日に避難所運営訓練を行いました。この訓
練は、平成25年度に蓮池小学校でこのマニュアル
を作成したその後の検証を行うために、今年度は
蓮池小学校区で実施しました。
　自治会や自立支援協議会などのほか、町や学校
職員、町社会福祉協議会149人が参加しました。
朝８時30分に地震が発生したとの想定のもと、地
震の揺れから身を守る行動を行った後、地域の一
時避難場所に集合し、安否確認を行いました。そ
の後、蓮池小学校の体育館に避難し、町職員など
と協力して体育館の被害の確認や避難所の開設な
どの手順を確認しました。

　また野添コミセンでは
福祉避難所を開設し、要
配慮者の状況を調査し、
必要に応じて二次避難を
行う訓練を実施しました。

バードウォッチングで自然再発見
すこやか環境グループ☎07 9（4 3 5）2 7 2 1

　2月21日、ため池や喜瀬川に飛来する野鳥の生態
を学ぶバードウォッチングを開催しました。向ヶ池
→喜瀬川→大中遺跡公園→城池を巡るルートは短い
距離ですが、湖沼、水辺、草地、木など様々な自然
環境に恵まれています。
　野鳥観察歴45年の立谷正樹先生から野鳥の見分け
方や、鳴き声の特徴など丁寧に説明していただき、
今年は28種類の野鳥を確認できました。
　カワセミやシロハラをじっくり観察できたり、大
中遺跡公園では初めてエナガを見ることができまし
た。常連の参加者の方が撮り貯めた数々の野鳥の写
真をみんなで見て盛り上がったり、初参加の方も帰
りには、すれ違う散歩途中の方々に野鳥の特徴を説
明できるほ
どになった
りと、とて
も和気あい
あいとした
観察会でし
た。

ジョセフ・ヒコ発行の新聞誌・海外新聞が
町指定文化財に!!
郷土資料館☎07 9（4 3 5）5 0 0 0

　2月13日、ヒコが日本で初めて発行した新聞誌
第一号・第二号と海外新聞第六号の3点が、町指定
の有形文化財歴史資料になりました。
　新聞誌は木版刷りで、半紙を二つ折りにしたも
のを５～６枚こよりで綴じたものです。新聞誌の
表紙が、題字だけなのに対し、海外新聞は、遠見
に富士山を、手前に神奈川港を描き、縁を藤のツ
ルの模様で囲んでいます。六号で、アメリカの南
北戦争とリンカーン大統領暗殺の訃報、当時のワ

シントン
ンの様子
などを伝
えていま
す。

▲喜瀬川（五反田付近）でもカワセミ、モズ、
　イソシギなどが見られました

▲４月25日（土）～5月10日（日）特別公開予定

8ヵ月
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町政レポート No.
97町政レポート No.
97 平成26年度播磨町スポーツ賞受賞の表彰式を行いました

生涯学習グループ☎07 9（4 3 5）0 5 6 5

　町のスポーツ振興に功績のあった方や、権威ある大
会において優秀な成績を収めた選手及び指導者の表彰
式が２月14日、播磨町健康いきいきセンターで行わ
れました。
 

各賞の受賞者は次の通りです。（敬称略）
スポーツ功労賞

田中　　保（播磨町グラウンド・ゴルフ協会）グラウ
　　　　　　ンド・ゴルフ
辻井　静夫（播磨町ソフトボール協会）ソフトボール

スポーツ勲功賞
奥野耕太郎（播磨南中学校教諭）陸上競技
坂口　利雄（播磨町少年剣道クラブ）剣道

スポーツ優秀選手賞
特別賞　谷垣　佑真（華兵ロードスカイ）卓球
優秀賞　福富栄莉奈（園田学園女子大学）陸上競技

田中　航平（滝川高等学校）ソフトボール
荒木　志帆（明石商業高等学校）陸上競技
安藤　誉浩（播磨中学校）陸上競技
大西ひかり（播磨中学校）陸上競技
竹前　奈理（播磨南中学校）陸上競技
兵庫播磨リトルリーグ（リトルリーグ関西連盟）硬式
野球

奨励賞　日下部　駿（播磨中学校）陸上競技
大﨑　洋介（播磨南中学校）陸上競技
菊川　真生（江井島ミニバスケットボールクラブ）バ
　　　　　　スケットボール
播磨町少年剣道クラブ（播磨町少年剣道クラブ）剣道

　大中遺跡の梅に始まり、町内では、これか
ら北公園や五反田の桜、であいの道のハナミ
ズキなどが順に開花していきます。四季折々
で目にする木々の成長が、災害のない平和な
まちを象徴しているようで、有難くも思う、
うららかな春の風景です。東日本大震災から、
もうすぐ４年が経とうとしています。被災地
では、今、どんな春を迎えているでしょうか。
◆３月５日、播磨町郷土資料館主催で、ジョ
セフ・ヒコ新聞発行150周年記念講演会があ
りました。平日にも関わらず考古博物館の講
堂は大勢の参加者で満席となりました。第１
部では播磨町でもお馴染みとなった琵琶の奏
者川村旭芳さんの演奏があり、来場者を幽玄
の世界へと誘いました。曲は「阪神・淡路大
震災犠牲者追悼式典に寄せて」というもので、
お母様が作詞、旭芳さんが作曲された曲を見
事な演奏でご披露いただきました。その中で
も「…尊き犠牲となり給い　我らに残せし教
訓を　津々浦々の人々に　教え伝えて後の世
の禍避くる礎に　成さむと共に誓うなり…」
という部分に、深い感銘を受けました。楽器、
楽曲の持つメッセージ性を改めて認識した演
奏会でした。第２部においては早稲田大学教
授の土屋礼子さんの講演があり「幕末維新期
における新聞とジョセフ・ヒコ」というテー
マでお話しをいただきました。現在大河ドラ
マで放映されている「花燃ゆ」に見る幕末期
においては、江戸幕府の上意下達「知らしむ
べし倚らしむべし」という情報統制下で、情
報伝達は大変困難であったと思われます。新
聞の歴史や幕末という時代を知れば知るほど、
ジョセフ・ヒコの偉業は歴史的にも大変価値
あるものと思わざるを得ません。そんな時代
にヒコが新聞を発行してから150年。いまや
日本はすっかりネット社会です。

▲この時代と新聞の興味深いお話でした
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